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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
梅
崎
春
生 

 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
～
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
。
小
説
家
。
福

岡
県
福
岡
市
に
生
ま
れ
る
。父
建
吉
郎
は
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
歩
兵
少
佐
。

修
猷
館
中
学
校
か
ら
第
五
高
等
学
校
に
進
み
、
の
ち
に
小
説
家
と
な
る
霜
多

正
次
ら
と
同
級
だ
っ
た
が
、
落
第
し
て
木
下
順
二
と
同
学
年
に
な
る
。
昭
和

十
一
（
一
九
三
六
）
年
、
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
に
進
学
し
、
十
四
（
一
九

三
九
）
年
八
月
、「
早
稲
田
文
学
」
に
小
説
「
風
宴
」
を
発
表
。
十
五
（
一
九

四
〇
）
年
、
卒
業
。
卒
業
後
は
東
京
市
教
育
局
教
育
研
究
所
の
雇
員
と
な
る
。

十
七
（
一
九
四
二
）
年
初
頭
に
陸
軍
の
召
集
を
う
け
た
が
、
軽
い
気
管
支
炎

を
肺
疾
患
と
誤
診
さ
れ
、
即
日
帰
郷
し
た
。
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
は
海

軍
に
召
集
さ
れ
、
佐
世
保
相
ノ
浦
海
兵
団
に
入
団
、
暗
号
特
技
兵
と
な
る
。

二
十
（
一
九
四
五
）
年
五
月
、
下
士
官
教
育
を
受
け
て
二
等
兵
曹
と
な
り
、

敗
戦
ま
で
九
州
の
基
地
を
転
々
と
す
る
。
戦
後
、
こ
の
海
軍
体
験
を
踏
ま
え

「
桜
島
」（
昭
二
十
一
）
を
発
表
し
、
戦
争
文
学
の
優
れ
た
書
き
手
と
し
て
一

躍
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
平
凡
に
見
え
る
日
常
に
風
刺

や
寓
意
を
込
め
る
「
市
井
事
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
多
数
発
表
す
る
よ

う
に
な
り
、「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」
（
昭
二
十
九
）
で
第
三
十
二
回
直
木
賞
を
受

賞
し
た
。
同
じ
年
に
は
「
砂
時
計
」
で
第
二
回
新
潮
賞
を
受
け
た
。 

 

や
が
て
梅
崎
は
目
ま
い
な
ど
心
身
の
不
調
に
悩
み
は
じ
め
、
不
安
を
過
量

の
飲
酒
で
紛
ら
わ
す
よ
う
に
な
る
。
昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
は
、

不
安
神
経
症
状
（
う
つ
状
態
）
に
よ
り
入
院
し
、
持
続
睡
眠
療
法
を
受
け
た
。

退
院
後
に
は
長
篇「
狂
い
凧
」（
昭
三
十
八
）に
よ
っ
て
芸
術
選
奨
を
受
け
た
。

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
七
月
十
九
日
、
以
前
か
ら
患
っ
て
い
た
肝
硬
変

の
急
激
な
悪
化
に
よ
り
、
五
十
歳
で
死
去
。 

文
学
活
動 

中
学
時
代
に
改
造
社
の
日
本
現
代
文
学
全
集
や
春
陽
堂
の
現
代
大
衆
文
学

全
集
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
円
本
を
耽
読
し
た
梅
崎
は
、
高
校
に
進
学
す
る
と
雑

誌
部
の
委
員
と
な
り
、
校
友
会
雑
誌
「
龍
南
」
に
自
作
の
詩
を
載
せ
る
よ
う

に
な
る
。
す
ぐ
に
小
説
も
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
進
学
後
の
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
、
二
十
一
歳
の
時
に
同
人
雑
誌
「
寄
港
地
」
を
創
刊
、
こ

の
号
に
小
説
「
地
図
」
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
以
後
、
少
し
ず
つ
小
説
を
発
表

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

卒
業
後
も
同
人
雑
誌
「
炎
」
を
作
る
な
ど
し
た
が
、
す
ぐ
に
召
集
を
受
け

た
。
戦
争
が
終
わ
る
と
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
九
月
に
上
京
し
、
友
人

宅
で
「
桜
島
」
を
執
筆
し
た
。
浅
見
淵
に
見
出
さ
れ
、
雑
誌
「
素
直
」
の
創

刊
号
（
昭
二
十
一
・
九
）
に
同
作
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
梅
崎
は
ま
た
た
く
間

に
作
家
と
し
て
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
「
日
の
果
て
」（
昭

二
十
二
）
な
ど
も
注
目
さ
れ
た
梅
崎
は
、
当
初
「
戦
争
も
の
」
を
得
意
と
す

る
作
家
と
目
さ
れ
て
い
た
し
、
そ
れ
ら
は
実
際
に
好
評
を
得
て
も
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
同
時
期
に
は
「
蜆
」
や
「
偽
卵
」
（
と
も
に
昭
二
十
二
）

な
ど
に
お
い
て
、
敗
戦
直
後
の
荒
廃
し
た
風
俗
や
人
び
と
の
心
理
を
捉
え
た

作
品
も
書
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
市
井
の
さ
り
げ
な
い
片
隅
の
日
常
に
シ
リ

ア
ス
な
笑
い
を
さ
ぐ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
市
井
事
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
。 

 

「
市
井
事
も
の
」
の
系
列
と
い
え
る
作
品
に
は
本
文
や
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」

以
外
に
も
「
空
の
下
」（
「
新
潮
」
昭
二
十
六
）
、「
Ｓ
の
背
中
」
（
「
群
像
」
昭

二
十
七
）
、
「
Ａ
君
の
手
紙
」（「
文
学
界
」
昭
二
十
七
）、
「
突
堤
に
て
」
（
「
文

学
界
」
昭
二
十
九
）、「
古
呂
お
じ
さ
ん
」（
昭
三
十
）
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
寓
意
性
、
諷
刺
性
が
顕
著
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
梅
崎
は
こ
れ
ら
に
お
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い
て
作
中
人
物
の
内
省
的
な
態
度
を
描
き
込
む
傾
向
が
顕
著
で
、
そ
の
こ
と

か
ら
「
第
三
の
新
人
の
兄
貴
分
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

不
安
神
経
症
状
の
治
療
を
終
え
「
狂
い
凧
」を
発
表
し
た
後
に
は
、「
仮
象
」

（
昭
三
十
八
）
、「
朱
色
の
天
」（
昭
四
十
）
な
ど
を
経
て
、
絶
筆
と
な
っ
た
「
幻

化
」
と
創
作
活
動
は
続
い
た
。「
幻
化
」
は
精
神
科
の
病
室
を
抜
け
出
し
た
主

人
公
が
九
州
、
特
に
鹿
児
島
と
熊
本
を
巡
る
長
編
小
説
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

「
戦
争
も
の
」
と
「
市
井
事
も
の
」
と
が
止
揚
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
向

き
が
あ
る
が
、
一
人
称
を
用
い
た
文
体
に
よ
っ
て
、
現
実
の
描
写
だ
け
で
な

く
記
憶
や
幻
覚
な
ど
も
取
り
混
ぜ
て
描
き
出
さ
れ
た
一
つ
の
世
界
と
し
て
読

ま
れ
る
べ
き
作
品
で
も
あ
る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

敗
戦
数
年
間
の
梅
崎
は
「
戦
争
も
の
」
を
書
く
一
方
で
、
社
会
の
食
糧
難

を
背
景
と
し
て
、
た
だ
食
べ
る
た
め
に
生
き
る
人
生
の
空
虚
さ
や
滑
稽
さ
を

描
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
エ
ッ
セ
イ
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
就
て
」（
昭

二
十
二
）
で
は
、「
生
き
て
行
く
と
い
う
事
は
既
に
、
高
度
の
狡
智
と
他
人
に

犠
牲
の
上
に
の
み
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
今
の
時
代
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
自

覚
と
拡
充
か
ら
始
ま
る
」
と
宣
言
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
、
食
べ
る
こ
と
に

関
わ
る
と
き
に
背
徳
も
伴
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
発
露
は
、「
市
井
事
も
の
」
に
分

類
さ
れ
る
「
麵
麭
の
話
」
（
昭
二
十
二
）
や
「
蜆
」
に
も
表
れ
て
い
る
。 

 

日
本
社
会
が
食
糧
難
を
解
消
し
た
後
に
、
梅
崎
は
当
初
の
題
材
を
失
っ
た

か
に
見
え
た
が
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
日
常
生
活
を
舞
台
に
他
者
と
の
関
わ
り
に

お
い
て
問
題
化
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
し
て
、「
Ｓ
の
背
中
」
や
「
ボ
ロ
家
の
春
秋
」

へ
と
展
開
さ
れ
る
。「
高
度
の
狡
智
と
他
人
の
犠
牲
」
に
よ
っ
て
生
き
る
点
で

は
戦
後
初
期
か
ら
通
底
し
て
い
る
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、「
狡
智
」
を
持
た
ず
「
犠

牲
」
に
な
る
側
に
視
点
人
物
を
移
し
替
え
た
作
品
と
も
言
え
る
「
写
真
班
」

に
も
接
続
し
て
い
く
。 

「
写
真
班
」
の
初
出
は
「
新
潮
」
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
二
月
で

あ
る
が
、
こ
の
時
の
標
題
は
「
侵
入
者
」
で
あ
り
、「
写
真
班
」
と
「
植
木
屋
」

の
二
篇
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。「
植
木
屋
」
は
「
参
考
」
に
一
部
を
掲
載
し
た
。

両
者
は
と
も
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
そ
の
も
の
と
は
距
離
を
置
き
、
世
界
と
自
己
と

の
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
が
、「
植
木
屋
」
で
は
視
点
人
物
と
侵
入
者
と

の
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
家
（
庭
）
を
い
い
よ
う
に
占
拠
さ
れ
る
筋
立

て
に
な
っ
て
お
り
、
自
己
存
在
を
無
視
さ
れ
る
と
い
う
面
で
は
「
写
真
班
」

よ
り
も
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。 

 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
梅
崎
春
生
全
集
」
３
（
沖
積
舎 

昭
和
六
十
）
に
よ
っ
た
。
教

科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な
い
。 

 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

「
戦
後
史
の
空
間
」（
新
潮
文
庫
）
磯
田
光
一 

 
 
 
 

新
潮
社 

平
十
二 

＊
初
刊
は
昭
和
五
十
八
年
。
敗
戦
と
占
領
と
い
う
事
態
を
経
た
住
宅

環
境
も
含
む
日
本
の
諸
現
象
の
変
化
が
、
人
び
と
の
何
を
い
か
に

変
容
・
変
質
さ
せ
た
か
を
問
う
も
の
。
本
書
で
は
梅
崎
春
生
「
ボ

ロ
家
の
春
秋
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
九
五
〇
年
代
の
住
宅
事
情

と
併
せ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
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「
生
き
ら
れ
た
家―

経
験
と
象
徴 

（
新
訂
版
）」
多
木
浩
二 

 

青
土
社 

平
三
十
一 

＊
初
刊
は
昭
和
五
十
一
年
。
本
書
で
「
家
」
と
は
単
に
住
居
そ
の
も

の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
間
の
経
験
や
社
会
、

文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
織
り
込
ま
れ
た
空
間
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
の
「
家
」
を
め
ぐ
る
考
察
を
通
し

て
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
思
索
が
及
ん
で
い
る
。 

「
梅
崎
春
生
研
究 

戦
争
・
偽
者
・
戦
後
社
会
」
高
木
伸
幸 

 

和
泉
書
院 

平
三
十 

＊
梅
崎
は
従
軍
す
る
よ
り
以
前
に
発
表
し
た
作
品
「
微
生
」
か
ら
遺

作
「
幻
化
」
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
社
会
を
諷
刺
す
る
ス
タ
イ

ル
を
持
っ
て
い
た
と
し
、
主
要
作
品
を
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
。

第
四
章
第
一
節
で
は
、「
写
真
班
」
を
含
む
短
編
「
侵
入
者
」
の
執

筆
時
期
に
梅
崎
が
米
軍
基
地
問
題
に
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
を

述
べ
、
本
作
品
を
戦
後
の
日
米
関
係
を
諷
刺
し
た
も
の
と
意
味
付

け
て
い
る
。 

 

＊
生
徒
用 

「
水
中
都
市
・
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」（
新
潮
文
庫
）
安
部
公
房 

 

新
潮
社 

昭
四
十
八 

＊
「
闖
入
者
」
所
収
。
同
作
品
は
昭
和
二
十
六
年
に
雑
誌
「
新
潮
」

に
掲
載
さ
れ
た
。昭
和
四
十
二
年
に
発
表
さ
れ
た
安
部
の
戯
曲
「
友

達
」
の
下
敷
き
と
な
っ
た
作
品
で
、
突
然
お
し
か
け
て
き
た
見
知

ら
ぬ
九
人
家
族
に
家
を
占
拠
さ
れ
て
し
ま
う
男
の
物
語
で
あ
る
。

他
者
、
家
、
占
拠
な
ど
、
本
文
と
も
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
を
多
く

含
ん
で
い
る
。 

「
城
」（
新
潮
文
庫
）
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
、
前
田
敬
作
訳 

 

新
潮
社 

昭
四
十
六 

＊
未
完
の
長
編
小
説
。
測
量
技
師
Ｋ
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ス
ト
伯
爵

と
い
う
人
物
の
「
城
」
に
雇
わ
れ
、
そ
の
所
在
地
で
あ
る
村
に
や

っ
て
く
る
。
し
か
し
、
仕
事
は
与
え
ら
れ
ず
、
Ｋ
が
「
城
」
に
た

ど
り
着
く
こ
と
も
、
そ
の
と
き
ど
き
の
状
況
や
事
件
に
よ
っ
て
拒

ま
れ
る
。
本
文
の
よ
う
に
、
他
者
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
る
不
条
理

に
も
見
え
る
要
求
や
条
件
に
翻
弄
さ
れ
る
個
人
の
姿
が
描
か
れ
て

い
る
。 

「
ひ
と
り
空
間
の
都
市
論
」（
ち
く
ま
新
書
）
南
後
由
和 

 筑
摩
書
房 

平
三
十 

＊
現
代
社
会
で
は
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
や
ひ
と
り
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、「
ひ

と
り
」
向
け
の
商
業
施
設
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル
・

メ
デ
ィ
ア
の
普
及
は
「
ひ
と
り
」
で
い
る
こ
と
の
性
質
を
日
々
変

化
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
間
に
関
わ
る
空
間
の
現
状
と
特
質

を
、
豊
富
な
事
例
を
交
え
つ
つ
解
説
し
て
い
る
。 


